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カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
に
お
け
る

日
本
語
コ
ー
ス
と
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
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は
じ
め
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
︑
一
九
七
〇
~
一
九
七
九
年
に
わ
た
る
内
戦
に
よ
っ
て
国
の
政
治
・

経
済
が
混
乱
し
︑
教
育
に
お
い
て
も
︑
学
校
は
破
壊
さ
れ
閉
鎖
さ
れ
︑
多
く
の
教
員
や
生

徒
が
亡
く
な
っ
た
︒
一
九
九
一
年
に
﹁
パ
リ
和
平
協
定
﹂
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
も
︑
国
内

の
情
勢
は
危
険
な
状
態
が
続
い
た
︒
一
九
九
八
年
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
︑
よ
う
や
く
安
定

を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
る
︒
西
側
諸
国
及
び
日
本
国
政
府
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
︑
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
復
興
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
︒

日
本
政
府
に
よ
る
﹁
Ｏ
Ｄ
Ａ
無
償
資
金
協
力
﹂
の
﹁
人
材
育
成
奨
学
計
画
﹂
で
は
︑
毎

年
︑
行
政
に
関
わ
る
公
務
員
や
一
般
の
学
生
を
対
象
に
︑
日
本
の
大
学
へ
の
留
学
を
支
援

し
︑
留
学
中
の
生
活
費
や
学
費
な
ど
を
供
与
し
て
い
る
︒
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ

た
人
材
は
︑
帰
国
後
︑
国
の
開
発
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
も
ち
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の

架
け
橋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る）

1
（

︒

筆
者
も
ま
た
︑
約
五
年
間
に
わ
た
っ
て
︑﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
略
称
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）﹂
に
常
勤
の
日
本
語
講
師
と
し
て
勤
務
し
︑
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
日
本

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
︒
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
と
日
本
政

府
の
合
意
の
も
と
︑
二
〇
〇
四
年
に
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
略
称
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

と
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
創
設
さ
れ
た
︒
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
て
経
済
・
社
会
等
の
諸
分
野
の
専
門
的
・
技
術
的
な
知
識
を
備
え
た
国
際
的
な

知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
と
︑
両
国
の
相
互
理
解
の
促
進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る）

2
（

︒
現
在
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
①
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
︑
②
日
本
語
コ
ー
ス
︑
③

文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
３
つ
の
柱
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
︒
二
〇
一
四

年
か
ら
現
在
ま
で
︑
②
日
本
語
コ
ー
ス
︑
及
び
③
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
は
︑

﹁
国
際
交
流
基
金
（
略
称
Ｊ
Ｆ
）﹂
が
支
援
を
続
け
て
い
る
︒

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
二
〇
一
五
年
以
降
︑
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
日
本
セ
ン
タ
ー
の
中
で
︑
最

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
︒
そ
の
証
左
と
し
て
︑
毎
年
︑
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
日
本
セ
ン
タ
ー
担
当
者
が
数
多
く
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
を
訪
問
す
る
︒
視
察
に
訪
れ
た
各
国
の
担

当
者
は
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
が
日
本
語
学
習
者
や
一
般
人
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
環
境
を
整

備
し
︑
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
︑
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
︑
そ
の
運
営
方

法
や
情
報
を
積
極
的
に
開
示
し
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
深
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ

る
︒各

国
の
高
い
評
価
は
︑
当
セ
ン
タ
ー
の
真
摯
な
運
営
と
活
動
に
基
づ
い
て
い
る
︒
例
え

ば
︑
月
に
一
回
︑
全
ス
タ
ッ
フ
の
会
議
が
丸
一
日
か
け
て
行
な
わ
れ
る
︒
現
場
ス
タ
ッ
フ

の
意
見
を
聞
き
︑
改
善
案
を
検
討
す
る
︒
ま
た
︑
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
を
目
的
と
し

て
︑
日
本
語
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成
や
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
無
料
で
実
施
し
て
い
る
︒

筆
者
も
︑
日
本
語
コ
ー
ス
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
︑
タ
イ
や
日
本
な
ど
︑
海
外
の
日
本

語
教
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
に
参
加
し
た
︒
こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
︑
日
本
語

教
育
の
現
状
を
理
解
す
る
と
と
も
に
︑
日
本
語
教
師
と
し
て
の
今
後
の
課
題
を
自
覚
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒

本
稿
で
は
︑
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
①
日
本
語
コ
ー

ス
と
︑
特
に
筆
者
が
携
わ
っ
て
き
た
②
文
化
交
流
の
概
要
を
紹
介
し
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
日
本
文
化
教
育
の
向
上
を
検
討
す
る
た
め
の
礎
と
す
る
︒

一
、
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
お
け
る
人
材
育
成
を
実
施
す
る
と
と
も
に
︑
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
日
本
の
相
互
理
解
︑
及
び
友
好
関
係
を
強
化
す
る
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
︒
表
１
は
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
相
互
理
解
に
関
す
る

主
な
文
化
交
流
を
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る）

3
（

︒
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■
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
は
︑
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大
使
館
と
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
と
の
共
催

で
︑
二
〇
一
二
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
︒
二
〇
一
七
年
か
ら
は
︑
新
た
に
国
際
交
流
基

金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
が
加
わ
り
︑
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大
使
館
・
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
・
と
の
三
機

関
共
催
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る）

4
（

︒﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
は
︑
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
両
国
の
伝
統
文
化
を
紹
介
す
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
︑
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
る
︒
参
加
費
は
無
料
で
あ
る
︒
日
本
語
学
習
者
の
み
な
ら
ず
︑
一
般
の
子
供
か
ら
年

配
者
ま
で
︑
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
が
訪
れ
て
︑
毎
年
︑
大
盛
況
で
あ
る
︒

日
本
文
化
に
関
す
る
体
験
講
座
は
︑
①
折
り
紙
︑
②
い
け
ば
な
︑
③
茶
道
︑
④
武
道

（
合
気
道
・
柔
道
）︑
⑤
浴
衣
の
試
着
体
験
等
で
あ
る
︒
筆
者
の
実
体
験
と
共
に
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ

Ｃ
の
担
当
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
事
項
を
加
味
し
︑
そ
の
概
略
を
紹
介
し
て
お

く
︒①

折
り
紙
︑
②
い
け
ば
な
︑
③
書
道
の
体
験
講
座
は
︑
専
門
家
の
講
師
で
は
な
く
︑
研

修
を
受
け
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
す
る
︒
三
つ
の
講
座
は
︑

三
日
間
と
も
同
じ
大
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
︒
講
座
の
時
間
は
一
〇
時
~
一
六
時
ま
で
で

あ
る
︒
参
加
者
数
は
︑
例
年
︑
一
日
に
五
〇
人
か
ら
一
〇
〇
人
で
あ
る
︒

④
茶
道
の
講
座
は
︑﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
の
二
日
目
に
行
わ
れ
る
︒
Ｊ
Ｆ
の
専
門

家
（
裏
千
家
茶
道
講
師
）
が
担
当
す
る
︒
参
加
者
は
定
員
五
〇
名
な
の
で
︑
事
前
に
予
約

す
る
必
要
が
あ
る
︒
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
が
客
を
案
内
し
た
り
︑
会
場
の
準
備

な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
︒
参
加
者
は
︑
専
門
家
が
薄
茶
を
立
て
る
様
子
を
見
学
し
︑
薄

茶
を
い
た
だ
く
体
験
を
す
る
︒

⑤
武
道
（
合
気
道
・
柔
道
）
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
も
と
︑
二
〇
〇
二
年
か
ら
現
在
ま

で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
︒
現
在
で
は
︑
地
方
都
市
を
含
め
て
二
〇
ヵ
所
の
道
場
を
有

す
る
ま
で
に
普
及
し
て
い
る
︒
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
合
気
道
協
会
と
協
力
し
︑

﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
で
合
気
道
の
模
範
演
技
を
行
い
︑
体
験
会
も
実
施
し
て
い
る
︒

講
師
は
合
気
道
三
段
と
柔
道
四
段
の
日
本
人
講
師
で
あ
る
︒
合
気
道
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
る
学
生
た
ち
が
︑
参
加
者
の
稽
古
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
︒

こ
の
﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
毎
年
放
映
さ

れ
て
お
り
︑
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
友
好
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑
国
内
で
も
大
変
有
名
に

な
っ
て
い
る
︒

＊
表
１
・
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
文
化
・
教
育
活
動

内
容

実
施
日
程

料
金
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
）

詳
細

１
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
本
企

業
を
対
象
と
し
た
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
社
員
へ
の
研
修
の
実
施
︒

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
祝
日
を
除
く
︒

研
修
の
内
容
・
期
間
に
応
じ
て
対

応
︒

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
本
企
業
に
勤
務
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
社

員
を
対
象
と
し
︑
次
の
内
容
の
研
修
を
実
施
す
る
︒
具
体
的
な
内
容

は
相
談
可
と
す
る
︒

・
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
基
礎
知
識

・
日
本
語
の
基
礎
（
あ
い
さ
つ
な
ど
）

・
日
本
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行

２
日
本
語
の
書
籍
を
備
え
た
図
書
館
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
祝
日
を
除
く
︑
隔

週
の
水
曜
日
︒

レ
ン
タ
ル
会
員

１
６
Ｕ
Ｓ
Ｄ
／
年
︒

学
生
割
引
あ
り
︒

日
本
語
の
書
籍
を
中
心
に
︑
洋
書
︑
ク
メ
ー
ル
語
の
書
籍
を
備
え
た

図
書
館
を
開
放
す
る
︒

３
文
化
イ
ベ
ン
ト
︒

年
二
回
実
施
︒

①
七
月
頃
︒

　（
二
〇
二
二
年
度
未
定
）

②
二
月
頃
︒

　（
二
〇
二
二
年
度
未
定
）

入
場
無
料
︒

在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大
使
館
︑
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
と

共
催
で
︑
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
︒

①
２
月
﹁
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂︒

　
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
会
場
で
実
施
︒
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二
、
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
日
本
語
コ
ー
ス

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
は
﹁
国
際
交
流
基
金
﹂
か
ら
専
門
家
の
日
本
語
教
師
が
派
遣
さ
れ
︑
教
材

と
し
て
﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
を
使
用
し
た
﹁
日
本
語
コ
ー
ス
﹂
が
開
講

さ
れ
て
い
る
︒

二
学
期
制
で
︑
前
期
に
あ
た
る
﹁
お
正
月
学
期
﹂
は
四
月
開
講
︑
後
期
に
あ
た
る
﹁
お

盆
学
期
﹂
は
十
月
開
講
で
あ
る
︒
平
日
の
昼
休
み
と
夜
間
を
中
心
に
︑
次
の
三
コ
ー
ス
を

開
講
し
て
い
る）

5
（

︒

①
初
級
か
ら
中
級
ま
で
の
﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
コ
ー
ス

②
短
期
の
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
コ
ー
ス

③
企
業
委
託
コ
ー
ス

日
本
語
コ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
︑
二
〇
二
〇
年
十
月
現
在
︑
常
勤
講
師
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
教
師
三
名
︑
日
本
人
教
師
四
名
（
常
勤
三
名
︑
国
際
交
流
基
金
派
遣
専
門
家
一
名
）
で

あ
る
︒

学
習
者
は
︑
毎
学
期
③
企
業
委
託
コ
ー
ス
等
も
含
め
て
︑
五
〇
〇
名
前
後
に
の
ぼ
る
︒

そ
の
内
訳
は
︑
①
﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
コ
ー
ス
の
受
講
者
は
首
都
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
諸
大
学
に
在
学
中
の
学
生
︑
③
﹃
企
業
委
託
コ
ー
ス
﹄
の
受
講
者
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
銀
行
に
勤
め
て
い
る
銀
行
員
で
あ
る
︒

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
日
本
語
の
学
習
者
と
日
本
語
教
師
に
な
る
人
材
も
育
成
し
て
い
る
︒
②

③
の
よ
う
に
︑
日
本
語
が
話
せ
る
人
材
が
必
要
な
企
業
の
た
め
の
人
材
育
成
も
担
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
日
本
の
生
活
・
文
化
を
知
り
た
い
︑
よ
り
深
く
理
解
し
た
い
と
い
う
学
習
者

も
い
る
︒
こ
う
し
た
幅
広
い
学
習
者
の
タ
イ
プ
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ

Ｃ
は
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
語
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
る
︒

（
一
）『
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
』
コ
ー
ス

現
在
︑
初
級
か
ら
中
級
ま
で
の
﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄（
以
下
︑﹁﹃
ま

る
ご
と
﹄
コ
ー
ス
﹂
と
略
称
）
が
開
講
さ
れ
て
い
る
︒
表
２
は
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
日

本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る）

6
（

︒

＊
表
２
・
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
日
本
語
コ
ー
ス
の
内
容

コ
ー
ス
名

内
容

期
間
・
時
間
割

『まるごと』初級コース
入
門
Ｍ
１

① 

ひ
ら
が
な
︑
カ
タ
カ
ナ
︑
簡
単
な
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
︒

② 

自
分
や
他
人
の
紹
介
︑
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
︑
知
り
合
い
︑
持

ち
物
な
ど
を
質
問
し
た
り
︑
答
え
た
り
で
き
る
︒

朝
・
昼
・
夜

二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

二
〇
一
九
年
十
月
~
二
〇
二
〇
年
三
月

朝
九
:
〇
〇
~
十
:
三
〇

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

昼
十
五
:
〇
〇
~
十
六
:
三
〇

夜
十
八
~
十
九
:
三
〇

週
三
回
・
全
六
四
回

初
級
Ｍ
２

① 

ご
く
基
本
的
な
個
人
情
報
や
家
族
情
報
︑
買
い
物
︑
近
所
︑
仕

事
な
ど
︑
直
接
関
係
が
あ
る
領
域
に
関
す
る
︑
よ
く
使
わ
れ
る

文
や
表
現
が
理
解
で
き
る
︒

朝
・
昼
・
夜

二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

二
〇
一
九
年
十
月
~
二
〇
二
〇
年
三
月

朝
九
:
〇
〇
~
十
:
三
〇

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

昼
十
五
~
十
六
:
三
〇

夜
十
八
~
十
九
:
三
〇

週
三
回
・
全
六
〇
回

初
級
Ｍ
３

① 

ご
く
基
本
的
な
個
人
情
報
や
家
族
情
報
︑
買
い
物
︑
近
所
︑
仕

事
な
ど
︑
直
接
関
係
が
あ
る
領
域
に
関
す
る
︑
よ
く
使
わ
れ
る

文
や
表
現
が
理
解
で
き
る
︒

昼
・
夜

二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

二
〇
一
九
年
十
月
~
二
〇
二
〇
年
三
月

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

夜
十
八
~
十
九
:
三
〇

週
三
回
・
全
六
〇
回
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『まるごと』中級コース
初
中
級
Ｍ
４

①
簡
単
な
日
常
的
範
囲
な
ら
︑
情
報
交
換
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き

る
︒

②
仕
事
︑
学
校
︑
娯
楽
と
い
っ
た
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
︑
標
準

的
な
話
し
方
で
あ
れ
ば
概
要
を
理
解
で
き
る
︒

昼
・
夜

二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

二
〇
一
九
年
十
月
~
二
〇
二
〇
年
三
月

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

夜
十
八
~
十
九
:
三
〇

週
二
回
・
全
四
〇
回

中
級
Ｍ
５
・

中
級
Ｍ
６

③
個
人
的
に
関
心
の
あ
る
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
︑
簡
単
な
テ
ク

ス
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
︒
経
験
︑
出
来
事
︑
夢
︑
希
望
︑

意
見
や
計
画
の
理
由
︑
説
明
を
短
く
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

昼
・
夜

二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

二
〇
一
九
年
一
〇
月
~
二
〇
二
〇
年
三
月

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

夜
十
八
:
〇
〇
~
十
九
:
三
〇

週
二
回
・
全
四
〇
回

中
級
Ｍ
７
（
前
半
）

①
中
級
Ｍ
５
・
Ｍ
６
を
終
え
た
学
生
が
︑
よ
り
高
度
な
日
本
語
を

使
い
︑
各
種
表
現
を
学
ぶ
た
め
の
コ
ー
ス
︒

昼
二
〇
一
九
年
四
月
~
九
月

昼
十
二
:
一
〇
~
十
三
:
四
〇

週
二
回
・
全
四
〇
回

その他
文
化
日
本
語
講
座

日
本
の
文
化
︑
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
を
紹
介
し
︑
そ
の
中
で

使
わ
れ
る
日
本
語
を
学
び
︑
体
験
す
る
︒

不
定
期

未
定

日
本
語
教
師
研
修
会

①
日
本
語
教
師
研
修
会
を
年
３
回
実
施

②
日
本
語
教
師
研
修
で
は
日
本
語
講
師
の
関
心
の
テ
ー
マ
を
取
上

げ
て
行
う
︒

年
四
回

未
定

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

コ
ー
ス

﹃
ま
る
ご
と
﹄
コ
ー
ス
の
新
学
期
開
講
に
先
立
ち
︑
主
に
新
入
生
準

備
の
た
め
開
い
た
八
日
間
の
文
字
コ
ー
ス
を
開
講
す
る
︒

年
二
回

二
時
間

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
語
ス
ピ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
の
前
に
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ

の
学
生
向
け
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
Ｃ
Ｊ

Ｃ
Ｃ
か
ら
本
選
に
出
場
す
る
学
生
の
意
識
を
高
め
︑
同
時
に
学
習

結
果
を
発
表
す
る
機
会
を
増
や
す
目
的
が
あ
る

年
一
回

二
時
間

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
運
動
会

運
動
会
を
通
し
て
︑
日
本
の
学
校
で
行
わ
れ
る
運
動
会
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
︒

年
一
回

三
時
間

（
二
）「『
ま
る
ご
と
』
日
本
語
」
初
級
コ
ー
ス
の
現
況
と
改
善
策

﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
初
級
コ
ー
ス
に
は
︑
入
門
Ｍ
１
・
初
級
Ｍ
２
・
初
級
Ｍ
３

と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
︒
各
レ
ベ
ル
に
は
独
自
の
シ
ラ
バ
ス
が
あ
り
︑
中
間
テ

ス
ト
・
期
末
テ
ス
ト
が
あ
る
︒
使
用
教
材
は
︑﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
の

﹁
活
動
編
﹂
と
﹁
理
解
編
﹂
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
︒
授
業
時
間
は
九
〇
分
︑
各
ク

ラ
ス
の
担
当
教
師
は
日
本
人
二
名
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
一
名
で
あ
る
︒
一
ク
ラ
ス
の
受
講
者

は
二
五
名
で
あ
る
︒
表
３
は
﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
初
級
コ
ー
ス
の
現
況
の
詳
細
内

容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る）

7
（

︒

＊
表
３
・「『
ま
る
ご
と
』
日
本
語
」
初
級
コ
ー
ス

コ
ー
ス
名
受
講
者
数

ク
ラ
ス
数

コ
ー
ス
修
了
の
評
価

入
門
Ｍ
１
二
〇
〇
名
程
度
八
ク
ラ
ス

筆
記
テ
ス
ト
:
三
〇
％

会
話
テ
ス
ト
:
三
〇
％

（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
十
五
％
︑

作
文
発
表
十
五
％
）

宿
題
提
出
率
:
二
〇
％

出
席
率
　
　
:
二
〇
％

初
級
Ｍ
２
一
五
〇
人
程

六
ク
ラ
ス

同
上

初
級
Ｍ
３
一
〇
〇
人
程

四
ク
ラ
ス

同
上
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　﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
初
級
コ
ー
ス
の
受
講
者
数
は
二
〇
〇
名
程
度
と
︑
非
常
に
多

い
︒
こ
の
数
字
は
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
日
本
語
コ
ー
ス
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付

け
て
い
る
︒

学
習
者
が
各
コ
ー
ス
の
修
了
証
書
を
習
得
す
る
た
め
の
修
了
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
︑
Ｃ
Ｊ

Ｃ
Ｃ
に
よ
る
統
一
し
た
指
針
の
も
と
︑
極
め
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
授
業
体
制
や

学
習
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
る
︒
初
級
レ
ベ
ル
の
段
階
か
ら
︑
自
然
な
日
本
語
を
聞
く
経

験
を
も
た
せ
る
た
め
に
︑
日
本
人
教
師
が
授
業
を
担
当
す
る
︒
テ
キ
ス
ト
以
外
の
使
用
教

材
と
し
て
︑
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
︑
興
味
・
関

心
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
︒

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
︑
精
緻
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
良
好
な
環
境
の
も
と
︑
目
的
に
応
じ
た
日
本

語
習
得
を
提
供
す
る
教
育
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
︒
し
か
し
︑
最
も
基
本
と

な
る
べ
き
﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
コ
ー
ス
は
︑
目
下
︑
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
︒
そ
れ
は
︑
途
中
で
受
講
を
辞
め
た
り
︑
登
校
し
な
く
な
っ
た
り
す
る
学
習
者
が
少
な

く
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
初
級
レ
ベ
ル
の
受
講
者
も
︑
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
︒

そ
の
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
︒

第
一
に
︑
受
講
生
の
大
半
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
を
専
攻
す
る
大
学
生
や
社
会
人

で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
勉
強
や
仕
事
と
並
行
し
て
︑
持
続
的
に
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
く

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
︒

第
二
に
︑
受
講
者
数
に
対
し
て
︑
開
講
ク
ラ
ス
数
が
足
り
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
一
ク
ラ

ス
の
学
習
者
数
が
二
五
名
を
超
え
る
ク
ラ
ス
も
あ
る
︒
学
習
者
に
対
し
て
︑
教
師
の
数
が

絶
対
的
に
少
な
い
の
で
あ
る
︒
授
業
中
︑
教
師
の
細
や
か
な
指
導
を
受
け
て
い
な
い
学
習

者
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
次
の
よ
う
な
改
善
策
を
実
施
し

て
い
る
︒

第
一
に
︑
毎
学
期
末
に
︑
日
本
語
学
習
に
関
す
る
﹁
修
了
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
を
行
う
︒
日

本
語
コ
ー
ス
に
関
す
る
感
想
や
︑
教
師
か
ら
何
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
と
い
っ
た
内
容
で

あ
る
︒
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
︑
例
え
ば
︑﹁
教
師
の
説
明
が
少
し
早
い
﹂︑﹁
日
本
語
の

文
字
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
）
を
覚
え
き
れ
な
か
っ
た
﹂
と
い
っ
た
事
情
が
認
め
ら
れ

た
︒第

二
に
︑
教
師
た
ち
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
常
勤
講
師
た
ち
は
︑
セ
ン

タ
ー
内
で
週
に
二
度
︑
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
や
日
本
人
教
師
が

模
擬
授
業
を
交
代
で
行
っ
た
り
︑
教
授
法
を
共
有
す
る
こ
と
で
︑
授
業
中
の
改
善
点
や
注

意
点
な
ど
を
話
し
合
う
機
会
と
し
て
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
︒

第
三
に
︑﹁
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナCatch U

p

ク
ラ
ス
﹂
の
開
設
で
あ
る
︒
初
級
コ
ー

ス
入
門
Ｍ
１
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
学
習
者
や
︑
初
級
Ｍ
２
の
学
習
者
の
中
で
︑﹁
ひ

ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
は
学
ん
だ
が
︑
ま
だ
確
実
に
活
用
で
き
て
い
な
い
学
習
者
﹂
を
対
象

に
︑﹁
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナCatch U

p

ク
ラ
ス
﹂
を
開
講
し
た
︒
担
当
教
師
は
日
本
人

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
二
名
で
あ
る
︒
授
業
内
容
は
︑
ま
ず
は
じ
め
に
︑
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

や
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
た
ち
と
︑
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
の
勉
強
法
を
情
報
共
有
す
る
︒

ま
た
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
が
日
本
語
を
学
び
始
め
た
頃
の
経
験
談
を
話
す
な
ど
し
て
︑

受
講
者
に
親
身
に
寄
り
添
っ
て
い
く
︒
そ
の
後
︑
楽
し
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
︑
ひ
ら
が
な

と
カ
タ
カ
ナ
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
練
習
す
る
︒
学
習
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
受
講
生
は
︑
こ

う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
︑
学
習
意
欲
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
︒

﹁
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナCatch U

p

ク
ラ
ス
﹂
は
︑
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
る
︒
こ
の
授

業
を
通
し
て
︑
受
講
者
が
日
本
語
を
続
け
て
学
ぼ
う
と
い
う
学
習
意
欲
を
維
持
し
続
け
る

こ
と
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

（
三
）「『
ま
る
ご
と
』
日
本
語
」
中
級
コ
ー
ス
の
現
況
と
改
善
策

﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
中
級
コ
ー
ス
に
は
︑
初
中
級
Ｍ
４
・
中
級
Ｍ
５
（
前
半
コ
ー

ス
）
と
︑
中
級
Ｍ
６ 

（
後
半
コ
ー
ス
）・
中
級
Ｍ
７
（
前
半
コ
ー
ス
）
と
い
う
三
つ
の
レ

ベ
ル
が
あ
る
︒

教
材
は
︑
初
級
コ
ー
ス
と
違
っ
て
︑﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
一
冊
の
み

を
使
用
す
る
︒

授
業
の
回
数
は
︑
週
に
二
回
（
火
・
木
）︑
授
業
時
間
は
九
〇
分
で
あ
る
︒
四
月
か
ら

九
月
ま
で
︑
合
計
四
三
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
︒

表
４
は
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
﹁﹃
ま
る
ご
と
﹄
日
本
語
﹂
中
級
コ
ー
ス
の
現
在
の
詳

細
な
内
容
で
あ
る）

8
（

︒
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中
級
レ
ベ
ル
に
な
る
と
︑
学
習
者
の
日
本
語
能
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
に
︑

初
級
レ
ベ
ル
と
は
違
っ
た
環
境
作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
担
当
教
師
は
︑
日
本
人

が
メ
イ
ン
と
な
る
︒
週
二
回
だ
が
︑
授
業
中
に
使
用
す
る
主
要
言
語
を
日
本
語
に
す
る
こ

と
で
︑﹁
話
す
能
力
﹂
の
向
上
を
め
ざ
す
︒

使
用
教
材
﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
　
中
級
﹄
に
は
︑﹁
昔
話
︑
好
き
な
漫

画
︑
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
メ
モ
に
ま
と
め
て
長
く
話
す
﹂
と
い
う
日
本
語
の
タ
ス
ク
が

あ
る
︒
学
習
者
は
︑
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
で
一
生
懸
命
に
タ
ス
ク
に
取
り
組
み
︑
自
主
的

に
ミ
ニ
発
表
を
す
る
︒
そ
の
成
果
と
し
て
︑
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同
士
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
︑
新
し
い
発
見
や
日
本
語
の
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
届

け
ら
れ
た
︒

し
か
し
︑
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
︑
受
講
者
数
・
ク
ラ
ス
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
︒
中

級
レ
ベ
ル
に
上
が
る
と
︑
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
学
習
者
が
多
く
な
る
の
で
あ

る
︒
Ｍ
４
か
ら
︑
順
次
Ｍ
７
に
昇
級
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
の
途
中
脱
落
者
数
の
割
合
は
︑

九
割
減
に
も
達
し
て
い
る
︒

そ
の
理
由
と
し
て
︑
第
一
に
︑
学
習
者
は
週
二
~
三
回
の
通
学
で
あ
る
た
め
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ

Ｃ
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
帰
属
意
識
が
低
い
︒
第
二
に
︑
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会

が
授
業
以
外
に
な
い
た
め
︑
日
本
語
学
習
に
対
す
る
当
初
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
な

い
︒
そ
の
た
め
︑
途
中
で
日
本
語
の
学
習
を
辞
め
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
︑
進
級
を
断
念

し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
︒

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
︑
次
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
た
︒

第
一
に
︑
二
〇
一
五
年
か
ら
現
在
に
か
け
て
︑
受
講
生
の
た
め
の
ふ
た
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
︒

ひ
と
つ
は
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
内
で
の
﹁
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
で
あ
る
︒
毎
年
︑

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
は
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
が
行
わ
れ
て
い

る
︒
し
か
し
︑
二
〇
一
四
年
ま
で
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
こ
の
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
本
選
に
出
場
す
る
ど
こ
ろ
か
︑
予
選
に
応
募
す
る
学
習
者
す
ら
い
な

か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
先
立
っ
て
︑
Ｃ

Ｊ
Ｃ
Ｃ
内
で
の
﹁
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
企
画
し
︑﹁
先
輩
の
部
﹂

と
﹁
後
輩
の
部
﹂
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る
︒

そ
の
結
果
︑
二
〇
一
五
年
に
は
十
一
名
の
学
習
者
が
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
応
募
し
︑
一
名
が
本
選
に
出
場
を
果
た
し
た
︒

ふ
た
つ
め
は
︑﹁
遠
足
﹂
で
あ
る
︒
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
間
︑
教
師
と
受
講
生
間
の
親
睦
と

信
頼
を
深
め
る
人
間
関
係
づ
く
り
の
た
め
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
内
外
で
﹁
遠
足
﹂
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
︒
単
な
る
娯
楽
で
は
な
く
︑
日
本
の
﹁
運
動
会
﹂
の
よ
う
な
活
動
を
取
り
入

れ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
日
本
の
よ
う
に
秩
序
立
っ
た
﹁
体
育
﹂
の
授
業
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
︑
整
列
練
習
を
し
た
り
︑
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
も
つ
な
ど
し
て

準
備
し
た
︒

第
二
に
︑
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
所
属
の
専
任
教
師
た
ち
の
知
識
と
技
能
向
上
の
た
め
に
︑
勉
強
会

＊
表
４
・「『
ま
る
ご
と
』
日
本
語
」
中
級
コ
ー
ス

コ
ー
ス
名

受
講
者
の
人
数

ク
ラ
ス
数

担
当
教
師
の
人
数

コ
ー
ス
修
了
の
評
価

初
中
級
Ｍ
４

二
五
人

三
ク
ラ
ス

四
名
（
日
本
人
二
名
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
二
名
）

筆
記
テ
ス
ト
:
二
〇
％

会
話
テ
ス
ト
:
二
〇
％

作
文
発
表
　
:
二
〇
％

そ
の
他 

:
宿
題
提
出
二
〇
％

　
　
　
　 

出
席
率
二
〇
％

中
級
Ｍ
５

中
級
Ｍ
６

十
四
名

二
ク
ラ
ス

四
名
（
日
本
人
二
名
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
一
名
）

同
上

中
級
Ｍ
７

六
名

一
ク
ラ
ス

四
名
（
日
本
人
二
名
）

同
上
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や
研
修
を
行
っ
た
︒
専
任
教
師
は
︑﹃
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹄
の
新
版
テ
キ

ス
ト
に
合
わ
せ
た
授
業
準
備
に
追
わ
れ
て
多
忙
で
あ
る
︒
そ
こ
で
毎
週
勉
強
会
を
開
き
︑

中
級
レ
ベ
ル
を
中
心
に
教
材
研
究
を
し
て
い
る
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
師
に
と
っ
て
は
︑
中

級
レ
ベ
ル
の
教
授
法
や
日
本
語
の
知
識
向
上
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
最
適
の
機
会
と
な
っ

て
い
る
︒

第
三
に
︑
副
教
材
を
新
た
に
作
成
し
た
︒
非
漢
字
園
の
受
講
生
に
と
っ
て
は
︑
漢
字
の

学
習
が
最
も
困
難
で
あ
り
︑
漢
字
の
習
得
を
抜
き
に
し
て
日
本
語
の
文
法
を
学
習
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
︒
そ
こ
で
︑
ク
メ
ー
ル
語
訳
付
の
﹁
漢
字
練
習
帳
﹂
を
作
成
し
た
︒

ま
た
︑
受
講
生
の
落
ち
こ
ぼ
れ
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
︑
文
法
重
視
の
学
習
観
を
持
つ

学
習
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
た
め
に
︑
ク
メ
ー
ル
語
版
の
文
法
解
説
書
を
作
成
し

た
︒

（
四
）
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
「
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
」

﹁
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
﹂
は
︑
二
〇
一
七
年
の
後
期
に
あ
た
る
﹁
お
盆
学
期
﹂

に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
国
際
交
流
基
金
独
自
の
講
座
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
通
常
の
日
本
語

コ
ー
ス
と
は
別
に
︑
日
本
の
﹁
文
化
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
を
同
時
に
学
ぶ
た
め
の
講
座
と
し

て
︑
不
定
期
に
︑
お
よ
そ
一
学
期
に
一
回
程
度
開
講
し
て
い
る
︒

担
当
教
師
は
︑
日
本
人
教
師
が
メ
イ
ン
で
あ
る
︒
ま
た
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
招
い
て
授
業
を
行
う
︒
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

の
教
師
た
ち
は
︑
通
訳
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
す
る
︒
講
座
の
内
容
は
︑
担
当
教

師
が
作
成
し
た
授
業
計
画
を
も
と
に
︑
日
本
人
専
門
家
と
そ
の
他
の
教
師
た
ち
と
が
内
容

を
検
討
し
た
う
え
で
決
定
す
る
︒

現
在
ま
で
に
実
施
し
た
﹁
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
﹂
の
概
要
は
表
５
の
と
お
り
で

あ
る）

9
（

︒
﹁
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
講
座
﹂
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
︑
非
常
に
良
い
評
価
・

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
︒
例
え
ば
︑﹁
日
本
の
文
化
は
︑
多
様
で
あ
り
︑
素
晴
ら
し
い
文
化

だ
と
思
う
﹂﹁
も
っ
と
様
々
な
漫
画
を
読
み
た
い
﹂﹁
合
気
道
ク
ラ
ス
に
通
い
た
い
﹂
と

い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
な
﹁
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
﹂
で
の
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
︑
受
講
生
の

＊
表
５
・「
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
」
の
実
施
概
要

回
数

テ
ー
マ

学
習
内
容

時
間

１
回
目
﹁
日
本
の
お
正
月
﹂
お
正
月
の
と
き
に
︑
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
を

紹
介
す
る
︒
例
え
ば
︑
神
社
や
お
寺
へ
初
詣
に

行
っ
た
り
︑
お
せ
ち
料
理
を
紹
介
す
る

２

４
回
目
﹁
く
み
ひ
も
で

学
ぶ
日
本
語
﹂

映
画
﹃
君
の
名
は
︒﹄
に
出
て
く
る
組
紐
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
当
て
︑
組
紐
に
ま
つ
わ
る
こ
と
ば
と
登
場

人
物
の
セ
リ
フ
を
学
び
実
際
に
組
紐
を
製
作
す

る
︒

２

５
回
目
﹁
武
道
の
紹
介
﹂

柔
道
と
合
気
道
の
起
源
や
発
祥
の
地
を
紹
介
し
︑

健
全
な
心
身
の
育
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
説
明

す
る
︒
ま
た
︑
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス

ト
﹁
山
下
泰
裕
﹂
柔
道
選
手
の
紹
介
や
︑
合
気
道

の
模
範
演
技
を
見
せ
た
り
︑
合
気
道
の
稽
古
を
実

際
に
体
験
す
る
︒

２

日
本
語
学
習
へ
の
意
欲
・
興
味
関
心
は
確
実
に
持
続
す
る
︒
こ
れ
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る

体
制
作
り
が
必
要
と
な
る
︒

二
〇
一
三
年
︑
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
も
と
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
﹁
日
本
武
道
館
﹂
の
よ

う
な
武
術
道
場
が
建
設
さ
れ
た
︒
そ
の
道
場
は
︑﹁
合
気
道
ク
ラ
ス
﹂
や
﹁
空
手
道
ク
ラ

ス
﹂
な
ど
を
開
く
際
に
使
わ
れ
て
い
る
︒﹁
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
講
座
﹂
の
受
講
生
や

日
本
人
講
師
︑
そ
し
て
︑
筆
者
も
﹁
合
気
道
ク
ラ
ス
﹂
に
通
い
︑
修
練
に
努
め
た
経
験
が

あ
る
︒
そ
こ
で
合
気
道
の
﹁
入
身
﹂
と
﹁
転
換
﹂
の
体
捌
き
や
︑
呼
吸
力
か
ら
生
ま
れ
る

技
を
稽
古
し
た
︒
心
身
の
錬
成
を
図
り
︑
練
習
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
大
切
さ
を
学
ん

だ
︒日

本
文
化
を
活
用
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
﹁
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば
講
座
﹂
は
︑
今
後
さ

ら
に
多
様
な
分
野
を
導
入
す
る
こ
と
で
︑
広
範
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒
特
に
︑
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
日
本
文
学
の
紹
介
を
通
し
て
︑
学
習
者
が
日
本
人
の
心

情
や
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒

む
す
び

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
設
立
に
は
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
や
︑
日
本
と
カ

 （15）



― 51　　―

ン
ボ
ジ
ア
両
国
の
文
化
理
解
を
促
進
す
る
目
的
が
あ
っ
た
︒
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
を
通
し

て
︑
両
国
の
友
好
関
係
は
深
ま
り
︑
今
後
も
な
お
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒

そ
の
一
方
で
︑
未
だ
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
︒
次
世
代
を
担
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

若
者
た
ち
に
︑
日
本
の
文
化
や
こ
と
ば
︑
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
よ
り
深
く
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
︑
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
︒
そ
し
て
︑

Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
﹁
ま
る
ご
と
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
﹂
コ
ー
ス
︑﹁
日
本
の
文
化
と
こ
と
ば

講
座
﹂
の
さ
ら
な
る
充
実
を
は
か
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
︑
宮
澤
賢
治
の

作
品
を
手
始
め
に
︑
日
本
の
文
学
作
品
を
︑
わ
か
り
や
す
く
効
果
的
に
日
本
語
教
育
の
な

か
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

注（
１
）
日
本
国
外
務
省
﹁
日
本
のO

D
A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ン
ボ
ジ
ア
無
償
資
金
協
力
案
件

概
要
﹂（
二
〇
二
一
年
三
月
）︒

　
　https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/oda/data/gaiyou/odaproject/
asia/cam

bodia/contents_01.htm
l#3102

（
２
）
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）﹁
Ｏ
Ｄ
Ａ
﹁
見
え
る
化
サ
イ
ト
︱
日

本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
︱
﹂（
二
〇
〇
四
年
六
月
）︒

　
　https://w

w
w

.jica.go.jp/oda/project/0404900/index.htm
l

（
３
）
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
各
種

コ
ー
ス
表
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
﹂（
二
〇
一
四
年
四
月
）︒

　
　https://w

w
w

.jica.go.jp/japancenter/cam
bodia/course_others.htm

l  

（
４
）﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
﹂
教
育
文
化
副
長
ク
ン
・
ヴ
ァ
テ
イ
ス
レ

イ
リ
ー
ク
氏
の
御
教
示
に
よ
る
（
二
〇
二
二
年
二
月
十
六
日
︑Zoom

）︒

（
５
）
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
各
種

コ
ー
ス
表
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
　
日
本
語
コ
ー
ス
﹂（
二
〇
一
四
年
四
月
）

　
　https://w

w
w

.jica.go.jp/japancenter/cam
bodia/course_japanese.htm

l

（
６
）
同
右
︒

（
７
）﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
﹂
日
本
語
・
日
本
文
化
部
部
長
チ
ュ
ー

ブ
・
ナ
デ
ィ
氏
の
御
教
示
に
よ
る
（
二
〇
二
二
年
一
月
二
五
日
・ZO

O
M

に
よ
る

聞
き
取
り
に
て
）

（
８
）
同
右
︒

（
９
）
同
右
︒

﹇
附
記
﹈
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
︑
藏
中
し
の
ぶ
先
生
︑
佐
竹
保
子
先
生
︑
安
保
博
史

先
生
︑
吉
田
慶
子
先
生
︑
相
田
満
先
生
︑
三
田
明
弘
先
生
︑
杉
山
若
菜
先
生
︑
笹
生
美
貴

子
先
生
か
ら
貴
重
な
御
指
導
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
︒
こ
こ
に
記
し
て
︑
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
︒
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